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先
月
一
一
月
一
六
日
、
花
瑛
塾
は
結
成
一
年
を
迎

え
た
。
花
瑛
塾
「
結
成
趣
意
書
」
末
尾
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。 

花
瑛
塾
は
、
今
日
ま
で
学
ん
だ
思
想
と
運
動
を

基
礎
と
し
て
、
さ
ら
に
今
日
ま
で
私
ど
も
を
育

て
て
い
た
だ
い
た
大
恩
へ
の
感
謝
の
礼
代
と
し

て
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
大
恩
を
足
蹴

に
せ
ず
、
ま
た
独
自
の
信
念
に
基
づ
き
自
分
の

力
で
運
動
を
展
開
せ
よ
と
の
御
言
葉
を
裏
切
ら

ぬ
よ
う
、
あ
く
ま
で
自
主
独
立
し
独
力
で
の
運

動
を
展
開
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
精
神
的

思
想
的
な
御
指
導
と
御
鞭
撻
を
賜
り
た
く
、
伏

し
て
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

               

  

昨
年
一
一
月
一
六
日
に
同
志
一
同
心
を
一
つ
に
結

成
し
た
花
瑛
塾
は
、
こ
の
一
年
間
、
上
に
掲
げ
た
「
結

成
趣
意
書
」
の
言
葉
を
一
字
一
句
踏
み
外
す
こ
と
な

く
、
独
自
の
信
念
に
基
づ
く
行
動
を
展
開
し
続
け
て

き
た
。 

 

本
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
ヶ
月
と
な
っ
た
が
、
引
き

続
き
「
結
成
趣
意
書
」
に
基
づ
き
行
動
し
て
い
く
と

と
も
に
、
来
年
は
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
し
て
い
き

た
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
間
、
花
瑛
塾
を

様
々
な
か
た
ち
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
支
援
者
・
協

力
者
・
理
解
者
の
皆
様
、
当
会
報
購
読
者
の
皆
様
、

連
載
・
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
る
執
筆
者
の
皆
様
、
叱

咤
激
励
や
問
題
提
起
を
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
は
、 

                

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
い
て

の
御
指
導
御
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。 

  
 

花
瑛
塾
綱
領
を
学
び
、
生
か
そ
う 

  

花
瑛
塾
の
指
導
原
理
・
行
動
原
理
は
、「
結
成
趣
意

書
」
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。「
結
成
趣
意
書
」
は
花
瑛

塾
公
式
サ
イ
ト
に
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
繰
り
返
し

読
ん
で
欲
し
い
。
ま
た
政
治
・
社
会
情
勢
の
急
転
に

お
け
る
花
瑛
塾
の
方
針
・
見
解
な
ど
は
、
公
式
サ
イ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
公
表
し
て
い
る
が
、「
結
成
趣
意

書
」
の
趣
旨
を
簡
潔
に
ま
と
め
、
方
針
・
見
解
を
決

定
す
る
た
め
の
原
則
と
な
る
の
が
、
花
瑛
塾
綱
領
で 

 
花
瑛
塾
結
成
一
年
を
迎
え
て
―
綱
領
の
学
習
・
体
得
・
実
践
に
よ
る
さ
ら
な
る
飛
躍
を
― 

 

「
神
苑
の
決
意
」 

主
筆 

 

木 

川 

智 

 

1 部 1000 円 

（別途送料 160 円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
花
瑛
塾
結
成
一
年
を
迎
え
て
―
綱
領
の
学
習
・
体
得
・
実
践

に
よ
る
さ
ら
な
る
飛
躍
を
―
（
木
川
智
）
…
１
／
【
解
説
】
日
米
地
位
協
定
と
日
米
合

意
を
読
み
解
く
―
「
爆
音
」「
米
兵
犯
罪
」「
受
刑
者
処
遇
」
―
（
西
山
徹
）
…
３
／
【
連

載
】
ア
ジ
ア
放
浪
記
―
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
日
本
を
見
る 

タ
イ
・
ア
ユ
タ
ヤ
朝
編
④

（
仲
村
之
菊
）
…
５
／
【
連
載
】
『
倭
姫
命
世
記
』
を
読
み
解
く
⑪
「
元
元
本
本
」
の

教
え
（
柳
凛
）
…
７
／
活
動
報
告
…
９
／
花
瑛
塾
日
誌
…
１
６
／
編
集
後
記
…
１
６ 

 


